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進
め
て
い
ま
す

老
朽
管
の
更
新
事
業
を

老朽し破裂した水道管の深夜の復旧作業

（平成 27 年 5 月富沢町）

（平成 30 年度重要給水施設配水管更新工事の様子）
　

浄
水
場
か
ら
重
要
な
施
設
ま
で
の
水

道
管
は
余
市
町
の
水
道
創
設
時

（昭
和

二
九
年
こ
ろ
）
に
布
設
さ
れ
た
管
が
一
部

残
っ
て
お
り
、
布
設
し
て
か
ら
六
六
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

法
定
耐
用
年
数
を
超
え
た
水
道
管
を

放
置
し
て
お
く
と
大
規
模
な
漏
水
事
故

に
よ
る
断
水
、
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
濁
水

の
発
生
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
の
生
活
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
為
、
水
道
課
で
は
、
老
朽
管
の

更
新
を
行
う
と
同
時
に
、
地
震
な
ど
の

災
害
に
も
強
い
水
道
管
へ
の
更
新
を
行
っ

て
い
ま
す
。

更
新

（耐
震
化
）
が
必
要
な
管
路
は
約

四
〇
㎞
あ
り
ま
す
。(

直
線
距
離
で
イ
メ
ー

ジ
す
る
と
余
市
か
ら
札
幌
の
手
稲
あ
た

り
ま
で
の
長
さ
が
あ
り
ま
す
）

　

平
成
二
九
年
度
か
ら
「
重
要
給
水
施

設
配
水
管
耐
震
化
事
業
」
を
実
施
し

て
三
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
で
、

約
二
・四
㎞(

平
成
三
〇
年
度
末)

の
布
設

替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

老
朽
管
の
更
新
費
用
は
工
事
を
行
う

場
所
や
水
道
管
の
口
径
に
も
よ
り
ま
す

が
、
お
お
よ
そ
１
ｍ
あ
た
り
約
十
三
万
円

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　

更
新
の
優
先
度
や
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

(

※)

な
ど
を
検
討
し
、
事
業
費
を
圧
縮

し
つ
つ
、
今
後
も
計
画
的
な
更
新
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

※
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
…
コ
ス
ト
削
減
や
効
率
化
を
目
的　

　
　
　

と
し
て
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
こ
と

１

　

平
成
二
九
年
度
よ
り
「
重
要
給
水
施
設
配
水
管
耐

震
化
事
業
」
と
し
て
、
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
で

も
断
水
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
医
療
機
関
、
避

難
所
、
公
的
機
関
へ
続
く
水
道
管
の
更
新
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
水
道
管
の
老
朽
化
が

　

進
行

破損のため撤去した水道管
（昭和29年布設　φ250㎜）

ひび割れ

余市町の水道管の老朽化率（H30 年度末）

※水道管の法定耐用年数…40 年
　　今後 10 年で約 40％の管路が
　　法定耐用年数を超える見通し

～ 10 年
　9％

11 ～ 20 年
　31％

21 ～ 30 年
　22％

31 ～ 40 年
（残 10年以内 )
　30％

41 年～
（耐用年数超 )8％

●
計
画
的
な
更
新

　

町
内
の
重
要
な
施
設
に
つ
な
が
る
水
道

管
路
は
約
四
五
・七
㎞
あ
り
、
そ
の
う
ち
、



２

●
時
間
が
経
つ
と
透
明
に
な
る
と
き

　

ま
れ
に
蛇
口
か
ら
で
る
水
道
水
が
白
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

コ
ッ
プ
な
ど
に
入
れ
た
と
き
に
下
の
方
か
ら
徐
々
に
透
明
に
な
っ
て
く

る
場
合
、原
因
は
空
気
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
水
道
水
を
蛇
口
か
ら
勢
い
よ
く
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
水
に

か
か
る
圧
力
が
急
に
変
わ
り
、
水
に
溶
け
て
い
る
空
気
が
気
泡
に

な
る
こ
と
で
水
が
白
く
濁
っ
て
見
え
る
現
象
で
す
。

　

水
温
が
低
い
ほ
ど
水
の
中
に
溶
け

込
む
空
気
の
量
が
多
く
、
水
温
が
高

く
な
る
と
溶
け
き
れ
な
く
な
る
の
で

冬
期
間
は
こ
の
現
象
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
給
湯
器
か
ら

の
お
湯
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
た

め
、
お
湯
が
白
く
濁
っ
て
見
え
る
事

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
水
管
の
更
新
工
事
の
際
、

古
い
水
道
管
か
ら
新
し
い
水
道
管
へ

切
り
替
え
る
と
き
に
、
空
気
が
混
入

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
一
時
的
に

同
じ
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
現
在
町
内
で
は
毎
年
、

配
水
管
の
更
新
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

工
事
箇
所
付
近
で
白
い
水
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
全
く
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。

溶
け
出
し
て
白
く
濁
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
現
象
は
、
水
道
管
内
に

水
が
滞
留
し
て
い
る
時
間
が
長
い
程

起
こ
り
や
す
く
、
朝
の
使
い
始
め
な

ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

亜
鉛
は
体
に
必
要
な
元
素
で
あ
り
、

必
要
以
上
の
量
を
摂
取
し
て
も
体

外
へ
排
出
さ
れ
る
た
め
、
心
配
あ
り

ま
せ
ん
が
、
白
い
水
が
気
に
な
る
場

合
は
、
朝
使
い
始
め
に
水
道
を
し
ば

ら
く
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
か
、
掃

除
な
ど
の
雑
用
水
と
し
て
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

※
亜
鉛
が
含
ま
れ
た
水
道
管
は
昭
和

四
〇
年
代
に
広
く
使
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
白
い
水
や
赤
い
水
が
出
る
こ
と

か
ら
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

汲み置き直後下から徐々に ・ ・ ・透明になる

空気

圧
力
開
放
！

水圧で溶けていた
ものが ・ ・ ・

　町内で水道が使われはじめたのは、 今から 60 年以上前の昭和

29年のことです。昭和31年当時、町の水道の様子が「区会だより」

に次のように掲載されています。

　「おかあさんと水道」　　　　　　　　　大川小学校５年生

　わたしの家では、 ポンプ式の井戸水を一家総出で汲んでいてお

風呂も井戸水で沸かしていました。 お湯が熱いときに、 おかあさ

んに 「お水」 と叫ぶとおかあさんは 「あぁいそがしい」 と言って　

　昭和 31 年末時点では全町で 50％ほどの普及率であり、 地区別では沢町 ： 75％、

入舟町： 69％、 黒川町： 58％、 大川町： 16％と、 町の西部地区が高い普及率だっ

たようです。 　（『区会だより』 昭和 31 年 12 月）

ポンプで水を井戸から汲んでお風呂に水をいれてくれました。

　でも、 水道がお家にきてくれたおかげで、 おせんたくやそうじもポンプをおさなくて

もよいのでおかあさんのしごとは大へんらくになり、 おかあさんのかほも明るいです。

水
道
あ
れ
こ
れ

～
水
道
水
が
白
い
？
～

写真：『区会だより』
　　　（昭和 31 年 12 月）

今から約 66 年前（昭和 29 年）
～水道管布設状況～

空
気

（
白
濁
の
原
因
）

●
そ
の
他
の
場
合

　

ご
自
宅
の
水
道
管
に
亜
鉛
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
、
水
道
水
に
亜
鉛
が

～余市町水道の創設期～◆むかしむかしの水話◆

　

◆水道管更新工事にご理解とご協力をお願いします

　水道課では毎年計画的に老朽管の更新工事を進めています。 工事の影響により周辺にお住まい

の皆様の水道水が白濁したり水圧の変動が生じてしまい、 ご不便をお掛けする事がありますが、 ご

理解 ・ ご協力のほどよろしくお願いいたします。


